
ある小教区の聖書のクラスでの分かち合いで、一人のご婦人が次のようなことを話されま
した。「犯罪人として十字架に掛けられて殺された人を信じるなんて、とても私にはできな
い」と知人から言われたそうなのですが、その方は困ってしまい何も言えなかったとのこと
でした。そのときに、クラスに参加していた他の方々にどう返答しますかとお尋ねしたとこ
ろ、どなたも答えられませんでした。落ち着いた状態の時であれば答えられたのでしょうが、
突然の問いかけで戸惑ってしまったのでしょう。もしもこんなことを言われたら、皆さんは
どのように答えられるのでしょうか。
その時の聖書クラスに参加している方々は、真面目に教会生活をしている方々で、小教区

活動にもよく奉仕されている方々でした。この出来事は、教会の教えを知ってはいるものの、
十分に自分の中で消化されていない現状が、このような形で露呈された象徴的な出来事だっ
たのではないのかなと思いました。
その場に居合わせていた皆さんは、決してその方の知人が言っていることに同意したわけ

でもなく、むしろそうではないとの反論をしたい気持ちもあったと思うのですが、とっさに
言葉が出てこなかったようです。その聖書クラスの参加者の方々は、決して犯罪人として殺
された方を信仰しているわけではないと、はっきりした思いはあったのです。しかしながら
面食らってしまったのか、自分の信仰を伝える表現の仕方が、とっさに思い浮かばなかった
のだろうと思われます。
たまにあるいは時々、回りの人たちから私たちの信仰のことで、私たちが普段考えない視

点から突然質問されたとき、回答に困ることがあるのではないでしょうか。質問自体が的外
れなこともあるのですが、そんな時はますますその質問に惑わされることがあります。
この方の知人の言に対する回答は実は難しいことではなく、主日のミサごとに私たちは信

仰宣言を唱えていますが、それがすぐ浮かんでくれば簡単なことだったのです。私たちは、
「犯罪人として殺されたイエスを信じます」と宣言しているかというとそうではないですよ
ね。犯罪人として死んだ人を信仰しているのではなく、死んで、復活し、ご昇天なさり、神
の右の座につかれた「父のひとり子」を信じているのです。毎
週この宣言を唱えているはずなのですが、これがすぐに浮かん
でこなかったのは、自分の信仰内容について十分に消化されて
いないということの、一つの表れではないかと思うのです。
このようなことは、いろいろなケースがあるのだろうと思い

ますが、どのような問いかけかたをされても、私たち教会の信
仰自分の言葉で表現できるようになりたいものです。そのため
にも、私たちの信仰についての知識を、ただ知識として知って
いるというだけではなく、それを日常的に生きていく信仰生活
にしていきたいものです。

≪神父のつぶやき≫          
主任司祭 白木信一
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ファン タイ ハイさん
チャン ティ エンさん
ファン タオニ―さん
ファン ミン コイさん
（ベトナムより）
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≪教会委員会より≫
➢ 7月29日（日）富士教会による巡礼あり、大型バス1台の予想、ミサは未定

➢ 指定献金は、ミサ献金と区別して献金を受ける
➢ 指定献金箱の聖堂内へのセットは、典礼係にお願いする
➢ 信徒館各部屋の予約表の改良を行う
➢ 教会学校の保護者は、生徒と共に前列に着席する
➢ 8月26日のフィリピンイベントにバス１台で参加予定、教会駐車場を使用予定
➢ 9月17日(日)ミサ終了後に交流パーティを予定

左から、ファン タオ ニーちゃん
（♡♡♡♡）ちゃん、
トゥルーテル 京(みやこ)ちゃん。

よろしくお願いします！

３名のお子さんが初聖体を受けました

転入 山本規子さん
（茨城水戸教会より）

齋藤徹一さん
齋藤聡一さん
齋藤綾菜さん
（軽井沢教会より）

帰天

モニカ高山 きよ子さん

リドヴィナ 牧羽由樹さん

永遠の安らぎをお祈りします
よろしくお願いします


